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研究成果の概要（和文）：地域在住の高齢者本人やケアの担い手が日常的に日々の食事や栄養について携帯端末
を使って記録や相談ができるトータルなプログラムを開発し、運用可能性を検討した。ニーズ調査を踏まえて、
スマートフォン上の食事アプリを実装し、実証実験でツールのユーザビリティやプログラムのフィージビリティ
を検討した。実証実験に参加した40代から70代のモニターおよび、食事バランス等を評価した管理栄養士の質問
紙とインタビュー調査から、本プログラムは、高齢層に新しいチャレンジの機会を与え、健康な食生活や運動習
慣を維持・向上するとともに、闘病経験者が安心して在宅療養することを支えるサービスのひとつとして寄与す
ることが示された。

研究成果の概要（英文）：We developed and evaluated the acceptability of smartphone-based diet advice
 program for the community-dwelling elderly. After the preliminary research to clarify the needs of 
seniors, we developed an application and tested with nine adults aged 48-78 as a first trial. 
Participants were asked to capture and upload each meal image for five days. A remote dietitian 
evaluated each participant’s nutritious balance and gave comments every day. A questionnaire and a 
semi-structured interview were administered to the participants and the dietitian after the trial. 
Most of them increased willingness to improve their diet. Two had some difficulties using 
smartphone. All answered that the dietitian’s feedback was useful.  Based on the first trial, we 
had updated the application systems and conducted the second pilot study. Five community-dwelling 
old people participated the second trial. We asked the participants their willingness to pay, which 
ranged from 50 yen to 300 yen per day.

研究分野： 健康科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

高齢者が住み慣れた場所で健やかに暮ら
し続けるためにも食生活は重要であるが、一
人暮らし高齢者の食生活は、食事バランスや
栄養素に偏りがあることが数多くの先行研
究で指摘されている（久喜ら 2012、武山ら
2013）。一方、高齢者の退院と在宅療養にあ
たって介護者が抱える不安のトップは食生
活上の不安である（平松ら 2010）ことに加
えて、特に疲労感の高い介護者は自身の主菜
や副菜摂取が不足していること（藤原ら
2009）や、嚥下障害患者の主たる介護者は低
栄養予備軍であること（杉下ら 2011）がこれ
までの研究で明らかになっている。また介護
疲れによる介護家族の孤立も新たな社会問
題となりつつある。地域在住高齢者本人やそ
の家族が日常生活の中で食事について具体
的な相談をしたり、何か気になった時にすぐ
に助言をもらえるような地域資源は存在せ
ず、在宅ケアの担い手は不安を感じているこ
とが少なくない。要介護状態になる恐れのあ
る在宅虚弱高齢者や嚥下障害を持つ高齢者
やその家族を対象に栄養指導を行うことで、
蛋白質、食物繊維、カルシウム等の摂取量が
改善するという先行研究がある（たとえば久
喜ら 2013）。栄養教室や食事指導は日中の限
られた時間帯に限られた回数しか実施でき
ず、参加者も限定される。仕事を持ちながら
親の介護をしている者、介護者の容態が悪く
家を空けられない者など、食生活面のサポー
トを必要としながらも受けられていない
人々が多いことが、これまでの調査等からも
見えている。 

 

２．研究の目的 

上記の背景を踏まえ、本研究は在宅ケアの
担い手が日常的に日々の食事や栄養につい
て携帯端末を使って記録や相談ができるト
ータルなプログラムを開発し、実社会での運
用可能性を検討するものである。 

本研究は、以下の 3 点を目的とする。 

(1) 在宅高齢者および介護者のニーズ調査を
実施し必要なサポート機能を検討する。 

(2) 在宅高齢者や介護者が、携帯電話やスマ
ートフォン上の食事アプリケーションを使
って専門家のサポートが得られるプログラ
ムを開発する。 

(3) 実証実験により、ツールのユーザビリテ
ィおよびプログラムとしてのフィージビリ
ティを検討する 

 

３．研究の方法 

(1) 介護者の食事・栄養ニーズ調査 
地域性も鑑み、東京都区内と山形県庄内地方
にて研究への参加を呼びかけ、説明に同意し
た計 15 名の自宅に赴き、食生活の実態（自
炊、総菜購入、外食、宅配の利用頻度）およ
び食生活に関する不安、不便と感じているこ
と、欲しいサービスについて半構造化面接を
行った。逐語録から、高齢者の食生活の課題、

本人や家族が不安に感じていることを KJ 法
を用いて明確化した。 
(2) アプリ実装と支援プログラム開発 

携帯端末を用いた食事支援ツールに盛り
込むべき要素を前述の高齢者ニーズ調査と
管理栄養士へのインタビューから掘り起こ
し、スマートフォンの食事カメラアプリを開
発中の研究協力者と協議の上で、追加機能を
実装してもらった。出来上がったアプリを管
理栄養士に見てもらい、食事支援の短期介入
プログラムを作成するともに、システム面の
改善を行った。また 1回目の実証実験後にも
機能の改善と追加を行った。 
(3) 食事アプリの実証実験 

 初回の実証実験は 2015 年 12 月に、2 回目
の実証実験は新たな機能を追加したアプリ
ケーションを用いて 2017年 12月に実施した。 

初回の実証実験は、東京都区内と山形県内
で地区活動等に参加している者に声がけを
行い、東京都区内では 72 歳～78 歳の 4 名、
山形県ではがんの闘病中または経過観察中
の 48歳～73歳の 5名（40代 2名、60代 1名、
70代 2名）の参加を得た。9 名中 6名は一人
暮らしであった。それぞれの地区で事前説明
会を開催し、スマートフォンの使い方や、食
事カメラでの写真の撮り方、写真のアップロ
ードの仕方、コメント入力の方法を指導した。
その上で、スマートフォン操作に慣れてもら
うために、3 日～６日間の練習期間をおいて
から、実証実験を開始した。 

介入期間は５日間で、その間に参加者には
毎回の食事の写真をアップロードしてもら
い、管理栄養士が写真を見て食事バランスの
評価とコメントを 1 日 1～2 回の頻度で返信
した。協力を得た管理栄養士は、東京と山形
県庄内地方との両方に在住経験があり実務
経験が 3 年未満で、これまでに写真や画像を
用いた評価は単発的に行った経験を持つが、
電子メール等を用いた食事指導については
未経験であった。 

管理栄養士に対しては、食事バランス評価
およびコメント作成にかかった時間を記録
してもらい、実証実験終了後に平均的な作業
時間を計算するとともに、負担に感じた内容
と程度についてヒアリングを行った。 

実証実験に先立ち、参加者には、事前にア
ンケートを実施し、携帯電話やスマートフォ
ンの使用経験、食生活で気になること、行動
変容ステージ、主観的健康感等について質問
し、回答を得た。実験終了後は参加者全員か
らアンケートを回収し、その後、インタビュ
ーを実施して記述に関して補足的な情報を
得た。 
 2 回目の実証実験は、2017 年 12 月に、食
事以外のヘルスデータを取り込める拡張機
能を持ったアプリケーションを、在宅高齢者
5 名に１週間使ってもらい毎食の記録を送信
してもらった。終了後にインタビューを実施
し、ユーザビリティ、利用によって得られた
主観的効用、支払い意思額を尋ねた。さらに



当該アプリの利用経験がある在宅ケアに関
わる計 12 名の専門職種にフォーカスグルー
プインタビューを実施し、使用したケースか
ら感じられたメリットや、利用シーン拡大に
向けた課題を抽出した。 
 
４．研究成果 
(1) 介護者の食事・栄養ニーズ調査 
 食事内容は季節変動が大きく、高齢になる
ほど食事のバリエーションが乏しくなり、同
じものを食べ続ける傾向があることが示さ
れた。スマートフォンの利用については、50
～60 代は問題なく操作できることを確認し
たが、70 代になると利用者は少なかったが、
もし機会があったら使ってみたいという声
が多かった。親の介護をしている世代にとっ
て、スマートフォン上で栄養士等の専門家か
らアドバイスを得られることへのニーズが
あることが確認できた。 
 
(2) 要件定義とアプリへの実装 
 既に食事カメラを用いた記録アプリの開
発を開始していた研究協力者とともに利用
者の声を反映させる形で必要要件を実装し
ていった。最初のプロトタイプは、農水省の
食事バランスガイドに基づき栄養バランス
の評価ができるものとしたが（図 1）、管理栄
養士からは、実際の糖尿病患者の食事指導に
おいては、食事バランスガイドより食品交換
表が日常的に用いられていること、また複数
写真をまとめて評価できないことや、カロリ
ー算出にかかる労力などへの改善要望が出
された。このため、実証実験後に食品交換表
を用いた栄養評価を効率的に行えるようシ
ステムで、かつ 1日分の食事写真を一覧性を
もって閲覧できるように改修を行った。これ
により、食事評価に要する画面変遷を少なく
し、指導効率を高めることが可能となった。
さらに、食事以外の健康情報も取り込める機
能を追加した。 
 
 (3)実証実験の結果 

対象者のうちスマートフォンを日常的に
使っていた参加者は 3 名のみで、それ以外は
携帯電話（所謂ガラケー）の利用者だった。
主観的健康感については「健康」が４名、「普
通」が 5 名、本人の体型認識は、「やせてい
る」または「やややせている」が 2 名、「ふ
つう」が 3 名、「やや太っている」と「太っ
ている」が 4名であった。 

食事の記録については、「毎食撮影して送
ることができた」が 3名「ほとんど毎食送る
ことができた」が残る 6名であった。撮影が
できなかったのは「外食の時」（2名）、「忙し
い時」（1 名）、「単に忘れた」（1 名）であっ
た。また、5日間という実施期間については、
5 名が「適切だった」、3名が「短すぎた」、1
名が「長すぎた」と回答した。練習期間につ
いては、7名が「適切だった」、2名が「短す
ぎた」と回答した。練習期間が短すぎたと回

答したのは 70 代後半の 2 名であり、高齢者
には 5日以上の練習期間をとって十分に操作
に慣れる必要があることが示唆された。 

プログラムに参加した 9人中 7人が「とて
も楽しかった」、「楽しかった」と回答したが、
78 歳の女性が「どちらともいえない」、最高
齢の 78歳の女性が「負担だった」と回答し、
年齢が高い者に負担感を感じる傾向が示唆
された。がん患者は、5 名中 5 名が、とても
楽しめた（2 名）、楽しくできた（3名）と回
答した。特に良かった、あるいは楽しいと感
じたことは何だったかを訊ねたところ、自身
の食生活に関する新たな気づきや振り返り
になったことが良かったとの発言が多かっ
たが、中には、ボケ防止になる、ほめられて
嬉しかったという発言もあった。 

図 1：アプリの機能と画面 
 
何が大変（負担）に感じたかの問いに対し

ては、7 名が「スマートフォンの操作」と回
答し、「日々の食事の記録」と回答したのは 1
名だった。 

また同じような企画があったら参加した
いかを訊ねたところ、「ぜひ参加したい」と
「参加したい」が計 7名で、大多数が参加の
意欲を示した（図 4）。「どちらともいえない」
と回答したのは 73 歳の女性、「できれば参加
したくない」と回答したのは最高齢の 79 歳
の女性であった。前述の問いで負担感が大き
かった者は、次回以降の参加意欲も低いこと
が示された。 

管理栄養士とのコミュニケーションが継
続に効果があったかを訊ねたところ、参加者
全員が「非常にそう思う」または「そう思う」
と回答した。どのようなコメントが特に有効

指導者画面イメージ

①コメント入力欄
②カロリー、食物繊維量、
栄養バランス入力欄

①

②

画像を閲覧し、栄養価評価（食品交換表）、食事バランス（農水省ガイド）、
カロリー等を評価し、その日のコメントを返すことができる。

＜管理栄養士側の画面（PC上）＞

 

＜利用者側の端末画面（スマートフォン）＞

食事を撮影し、短いメモとともにワンクリックで送信できる。食事情
報以外に歩数等の身体活動記録も指導者と共有することが可能。

 

 



だったかを訊ねたところ、ほめられたり、肯
定されるコメント、具体的なアドバイスが良
かったという声が多く聞かれた 
「期間中は、食事バランスをいつもより気に
したか」9 名中 7 名が「気にした」と回答し
た。「期間中の食事はいつもと比較して違い
があったか」の問いに対しては、「通常どお
り」が 4 名、「普段より良かった」が 5 名で
あった。 
「このプログラムに参加して、食生活を見直
したり考え直すきっかけになったか」を訊ね
たところ、「そう思わない」は 1 名で、残る
全員が「そう思う」または「非常にそう思う」
と回答した。「そう思わない」と回答したの
は 78 歳の女性であった。また、このプログ
ラムに参加することで、生活上の意欲や行動
の変化などを感じることがあったかどうか
を訊ねたところ、一品増やすようになった、
彩りを気をつけるようになったとの回答が
得られた。 

食事カメラのアプリの操作性については、
半数を超える 5 名が「難しかった」と回答し、
「簡単だった」と回答したのは、スマートフ
ォンを既に使用していた 73歳の男性と 48歳
女性の 2 名であった。スマートフォンの操作
性については、文字入力に関する困難感が多
く聞かれた。また、メニューを入力する画面
サイズを大きくしてほしいという要望も 2名
から聞かれた。 

トライアルの前後で、食生活と運動習慣に
ついての行動変容の意向を、以下１～5 のス
テージから訊ねた。 

1.特に改善する気はない 
2. 6ヶ月以内に行動を変える気がある 
3. 1ヶ月以内に行動を変える気がある 
4.既に行動を変えて 6 ヶ月未満である 
5.既に行動を変えて 6 ヶ月以上である    

図 2：食生活改善ステージの変化 
 
食生活に関しては、9 名中 6 名が、トライア
ル前は「特に改善する気がなかった」と回答
していた。それら 6 名のうち、トライアル後
の調査でも「特に改善する気がない」と回答
した者は 1 名であり、残る 5 名については、
行動ステージが上昇または維持されていた。
1 名については、事前調査で「4.既に行動を
変えて 6ヶ月未満である」と回答していたが、
事後調査では「2. 6 ヶ月以内に行動を変える

気がある」とステージが低下していたが（図
2）、その理由をインタビューで訊ねたところ、
既に食生活に気をつけていたが、今回のトラ
イアルに参加して、摂取する食事の種類を増
やしたり記録をつけることなど、今後は新た
な課題に取り組みたいということで、ステー
ジがむしろ進んでいることがわかった。 

今回の実証実験では、管理栄養士の 1回の
ログインあたりの作業時間は、1 食分×9 名
で約 35 分、2 食分で、約 60 分であった。1
日をトータルすると 90 分少々で全員の食事
バランス評価とコメント作成を行うことが
できていた。ここから計算すると、管理栄養
士が、1 名 1 食分の写真を見て評価に要する
時間は、平均 3～４分であった。しかし、複
数の写真それぞれについて利用者からのメ
モがある場合などは、それぞれの記載を確認
した上で最終的な食事摂取量を確定したた
め、時間を要した。管理栄養士のインタビュ
ーからは、無駄な写真の削除をした上で、最
終的に判定に用いる写真を整理して表示す
ることができれば、もっと評価にかかる時間
は短縮できるとのことであった。 

食事バランスガイドを用いた栄養計算に
ついて、今回協力した管理栄養士は「あまり
大変でなかった」との回答であった。その理
由をインタビューで訊ねると、30 歳以下の世
代の管理栄養士については栄養学科の大学
教育で食事バランス評価を行っており、作業
に慣れているということであった。ただ、上
下が逆になった写真が送られてきた際に、簡
単に画像を回転させる機能が欲しかったと
の要望があった。その一方で、対象者にあわ
せたメッセージやアドバイスの作成につい
ては「大変だった」と回答していた。大変だ
と感じた理由としては、コメントしても返答
がない人がいたこと、時系列に並べて傾向を
把握することが困難だったこと、撮り忘れの
際にだいぶ時間がたってから手入力された
ことなどが挙げられた。対象者との事前の関
係づくりについての意見は、対象者の背景を
事前に知ることができたので安心だったと
の意見であった。 

管理栄養士に、本プログラムの可能性を訊
ねたところ、食事指導全般（特定保健指導）、
糖尿病患者、動機付け、意識付け、食生活の
行動変容、モチベーションの維持・継続にお
いて、利用することによる効果がありそうだ
との回答があった。また、本プログラムを食
事指導に用いる場合、1 回あたりの適切な使
用期間については 5 日～1 週間程度で、同一
対象者に使用する頻度については 1 ヶ月に 1
回程度が適切であると感じていた。このプロ
グラムに関して評価する点は、対象者（参加
者）が送るだけという手軽さで、自分で記入
したり郵送したりする手間がない点が、他の
食事調査と比較して優れており、今後さまざ
まなシーンで汎用性があるとの意見であっ
た。 

システム上の改善すべき点については、コ

 



メントの見落としを防ぐような機能の追加、
撮り忘れたデータは「手入力でどうぞ」と参
加者に入力を促すような機能、メッセージが
届くとすぐにアラートがポップアップで提
示される機能、更新状況がわかりやすく表示
される機能の追加についての要望が述べら
れた。コメント送付をタイムリーに行うため
にも、参加者が入力・送信したら、それを知
らせてくれる機能は特に必要であると考え
ていた。また、評価に不要な写真の削除や、
時系列で一覧性を持ってその日の食事を眺
められる画面構成であると、評価の時間が短
縮できるとの意見であった。  
 こうしたフィードバックを踏まえて、機能
の見直しを行い、2017年度は、新たな機能を
追加したアプリケーションの実証を行い、今
後の展開の可能性やフィージビリティを確
認した。その結果、ユーザーの 1日あたりの
支払意思額は 50円～300 円で、毎食撮影する
負担は大きいので夕食のみ、または月に 4回
程度使いたいという希望が聞かれた。また食
材等のアドバイスは、どこで買えるのかとい
う情報も合わせてもらえれば便利であると
の意見が出た。 

また、新たなアプリケーションを利用した
在宅ケアに関わる計 12 名の専門職種のフォ
ーカスグループインタビューからは、栄養指
導の支援をする専門職の人的コストが、サー
ビス展開にあたっての一番のネックである
と認識していることが確認された。専門職が
頻繁に介入しなくても、介護者同士が相互に
励ましあえるような仕組みがあるだけで心
理面のストレスが緩和され意義が大きいと
いう意見や、将来的にカロリーを AI が自動
で計算すれば専門職は動機付けの声がけに
徹することができ、人的リソースとコストの
課題は解決できるのではないかという意見
も出た。 

 
まとめ 
地域在住の高齢者本人や在宅ケアの担い手
が日常的に日々の食事や栄養について携帯
端末を使って記録や相談ができるトータル
なプログラムを開発し、運用可能性を検討し
てきた。実証実験の参加者の食生活改善のス
テージは維持・または上昇していた。最終年
度には、今後のサービス創出の課題と可能性
を示すことができた。今後、精査すべき課題
はあるものの、本プログラムは、高齢層に新
しいチャレンジの機会を与え、健康な食生活
や運動習慣を維持・向上したり安心して在宅
療養できるためのサービスとして大きく寄
与すると考える。高齢化が急速に進展する中、
コストの伸びを抑えながらも介護予防や在
宅療養の体制整備が急務となっている今日、
こうしたアプリケーションによって食事・栄
養面を中心に在宅高齢者・がん患者をサポー
トするサービス創出することが望まれる。 
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